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Abstract
			The	objective	of	 this	article	 is	 to	examine	 the	
validity	of	Malaysia My Second Home Programme	
(MM2H)	policy	based	on	the	view	of	the	Japanese	
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study	 revealed	 that	Malaysia	has	 succeeded	 in	
attracting	a	middle	class	grope	who	have	 liquid	
assets	worth	 ten	million	yen.	 It	 is	because	 the	
Government	 of	Malaysia	 prescribes	‘financial	
requirement’.	Although	‘eligibility’	 is	given	 to	
all	 citizens	 regardless	 of	 race,	 religion,	 gender	
or	age,	 the	reality	 is	 that	 it	 is	very	 limited	 to	a	







part	 time’	are	not	 attractive	 for	 them.	 In	 fact,	
each	incentives	is	utilized	by	less	than	10%	of	the	
respondents.	Nevertheless,	Malaysia	has	recently	
ranked	as	a	 top	destination	of	 a	 long-term	stay	
among	the	Japanese	citizens	because	of	four	main	
attractions,	 that	 is	‘low	cost	of	 living’,	‘suitable	
climate’,	‘public	security’	and	‘language’.	Hence,	
MM2H	could	succeed	 in	 future	 if	 the	perspective	
from	the	participants	taken	into	account.
Keyword: Malaysia My Second Home Programme, 
Japanese participants, Eligibility, 
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2000 年 2005 年度 2006 年度
順位 希望国 ％ 希望国 ％ 希望国 ％
1 オーストラリア 15.0 オーストラリア 16.3 マレーシア 14.9
2 ハワイ 10.1 マレーシア 14.6 オーストラリア 14.0
3 ニュージーランド 10.0 ハワイ 11.8 タイ 11.2
4 カナダ 8.7 ニュージーランド 11.4 ニュージーランド 10.5
5 スペイン 8.2 タイ 11.0 ハワイ 9.9
6 イギリス 5.7 カナダ 10.6 カナダ 8.5
7 スイス 3.9 スペイン 5.4 スペイン 4.0
8 イタリア 3.9 イギリス 3.3 インドネシア 3.2
9 アメリカ 3.3 アメリカ 3.2 イギリス 3.0
10 マレーシア 3.0 フランス／フィリピン 2.6 アメリカ 2.0
2007 年度 2008 年度 2009 年度
順位 希望国 ％ 希望国 ％ 希望国 ％
1 マレーシア 19.3 マレーシア 18.3 マレーシア 16.6
2 オーストラリア 11.8 オーストラリア 11.6 ハワイ 10.0
3 タイ 11.2 ハワイ 10.4 オーストラリア 9.4
4 ハワイ 10.2 タイ 10.0 タイ 8.7
5 ニュージーランド 9.5 ニュージーランド 8.7 ニュージーランド 7.5
6 カナダ 8.5 カナダ 8.3 カナダ 6.7
7 フィリピン 5.3 スペイン 4.2 フィリピン 5.9
8 インドネシア 3.6 インドネシア 3.7 インドネシア 3.3
9 スペイン 3.1 フィリピン 3.7 スペイン 3.2
10 アメリカ 2.9 アメリカ 3.6 アメリカ 2.9
出所）『ロングステイ調査統計 2010』
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・50 歳未満の申請者は 50 万リンギット（約 1400 万円）以上の流動資産及び月 1万リンギット（約 30
万円）以上の国外での収入があること
・50 歳以上の申請者は 35 万リンギット（約 1000 万円）以上の流動資産及び月 1万リンギット（約 30
万円）以上の国外での収入があること
承認後条件
・50 歳未満の者は、30 万リンギット（約 800 万円）の定期預金を開設すること。1年後には半分を引き
出してもいいが、残り 15 万リンギット（約 400 万円）以上の残高をプログラム参加期間中は維持す
ること
・50 歳以上の者は、15 万リンギット（約 450 万円）の定期預金を開設するか、月 1万リンギット（約
30 万円）の年金受け取りの証拠を提示すること。1年後には 5万リンギット（約 200 万円）までを引
き出してもいいが、残りの 10 万リンギット（約 300 万円）以上の残高をプログラム参加期間中は維
持すること
特典














































04稗田奈津江_vol4.indd   39 12.4.18   4:54:44 PM
Hosei University Repository
査読付き研究ノート







































　本稿では、アンケート回答者 100 名（男性 55 名、女
性 45 名）の集計結果に基づいて、日本人セカンドホー
マーの全体像を測ることにする。また、前述の 5 名の













2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 合計
1 中国 521 468 502 242 90 120 114 154 2211
2 バングラデッシュ 32 204 852 341 149 68 86 74 1806
3 イギリス 159 210 199 209 240 208 162 141 1528
4 日本 99 42 87 157 198 210 169 195 1157
5 イラン 2 8 7 9 59 227 212 227 751
6 シンガポール 143 91 62 94 58 48 61 73 630
7 台湾 95 140 186 63 31 16 36 49 616
8 パキスタン 55 82 104 36 31 65 103 77 553
9 インド 123 118 80 51 46 32 35 51 536
10 インドネシア 118 104 54 63 25 27 53 25 469
その他 298 450 482 464 576 491 547 433 3741
合計 1645 1917 2615 1729 1503 1512 1578 1499 13998
	 出所）	 マレーシア政府観光省公式ホームページ「MM2H統計」
	 	 http://www.mm2h.gov.my/statistic.php
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れている（この最低金額は、2010 年 1 月 1 日より、倍額
の 50 万リンギット（約 1400 万円）に引き上げられた）。
調査結果では、実際に住居を購入した人は 10％である。













賃貸している者の 80％が、月に 1000 ～ 3000 リンギッ






















期間が 5年未満であり、うち 1年未満も 23％である。
04稗田奈津江_vol4.indd   41 12.4.18   4:54:44 PM
Hosei University Repository
査読付き研究ノート





























































04稗田奈津江_vol4.indd   42 12.4.18   4:54:45 PM
Hosei University Repository
マレーシアマイセカンドホームプログラム政策の妥当性：日本人セカンドホーマーの視座から



















ンドホーマー一人当たり月に 3000 ～ 5000 リンギット
（約 7～ 14 万円）消費していることが分かる。マレーシ
ア政府財務課の発表によると、マレーシア人一世帯の平
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